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電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税非課税
世帯等に対し、１世帯当たり５万円を給付します。

対象…次のいずれかに該当する世帯対象…次のいずれかに該当する世帯 申請方法申請方法

①①

②②

令和４年９月３０日時点で美浦村に住民登録があり、
世帯全員の令和４年度住民税均等割が非課税であ
る世帯
※住民税が課税されている方の扶養親族のみの世帯を
　除く。
※令和４年１月２日以降に転入した方を含む世帯等、
　一部申請が必要な場合があります。

申請時点で美浦村に住民登録があり、予期せず令
和４年１月から１２月の家計が急変し、世帯全員の
１年間の収入見込額が①の世帯と同様の事情にあ
ると認められる世帯（家計急変世帯）

対象となる世帯には村から「電力・ガス・食料品
等価格高騰緊急支援給付金支給要件確認書」を送
付しております。必要事項を記入し、同封の返信
用封筒で返信してください。

「電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金（家
計急変世帯分）申請書（請求書）」及び「簡易な収入

（所得）見込額の申立書【家計急変者】」に必要事項
を記入のうえ、収入がわかる書類等（本人確認書
類、世帯の状況を確認できる書類、受取口座を確
認できる書類等）を添付して申請してください。

《申請期限》令和５年１月３１日（火）
《申請窓口》役場福祉介護課
《問合せ》

▲

役場福祉介護課☎０２９－８８５－０３４０（内）１１４
　受付時間：午前８時３０分～午後５時１５分　＊土・日・祝日、年末年始を除く

▲
内閣府住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金コールセンター☎０１２０－５２６－１４５

　受付時間：午前９時～午後８時　＊土・日・祝日、年末年始を除く

１世帯５万円

◎ホームページもあわせてご覧ください⇒
https://www.vill.miho.lg.jp/
page/page010890.html
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お話し会「虹」の皆さんによるクリスマス
会を行います。

日時　１２月１７日（土）　午前１１時～
会場　中央公民館１階　創作室
内容　ワークショップ、お話し会

途中からの参加もできます。ぜひ遊びに
来てください。

ぬいぐるみと一緒にお話し会に参加したあと、
ぬいぐるみが図書室でお泊りします。

《申込》１月４日（水）午前９時～２２日（日）午後４時３０分
　　　中央公民館図書室カウンター
※応募が定員を超えた場合は抽選を行います。
※申し込みをされた方を対象に、１月３１日（火）にメー
　ルをお送りします。なお、抽選となった場合は当落
　結果を含みます。

《定員》１０名（村内在住、利用者カードをお持ちの未就
　　　学児～小学生）
※一晩お手元になくても大丈夫なぬいぐるみとご参加
　ください。
※利用者カードをお持ちでない方は、申込時に作成を
　お願いいたします

《日時》 　２月１８日（土）午前１１時３０分～　中央公民館１階　創作室

　２月１９日（日）午前９時～午後４時３０分　中央公民館１階　図書室

お預かり

お 迎 え

開室時間およびイベント等については、新型コロナ
ウイルス感染症対策の状況に応じて変更・中止に
なることがございます。
最新の情報につきましては、村公式ホームページを
ご確認いただくか、図書室までお問合せください。

年末年始のお休み

・１２月２８日（水）夜から１月４日（水）朝までの間
　は、返却ポストも休止になります。
・長期のお休みとなりご迷惑をおかけしますが、
　ご理解とご協力をお願いいたします。

休室期間　１２月２９日（木）～１月３日（火）

ぬいぐるみのおとまり会


